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　１６）　その他

１－２３　各部の基本納まり図

　 　 　 　 　 　

　

　

ファイアストップ１５

モエン用釘

またはビス

通気留付金具ＥＸ

金具施工（縦胴縁）

通気金具施工

縦胴縁

モエン用釘

またはビス

ファイアストップ

留付金具ＥＸ

ファイアストップ

平常時寸法

※平常時は高さが２０㎜ですが、

   通気層の高さに応じて高さを

   変えることができます。

ファイアストップ１５

※通気層が１５㎜の場合に使用

　 できます。

＠下地ピッチ
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ファイアストップ１５

モエン用釘またはビス
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防水紙
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①ファイアストップについて

●１時間準耐火構造（QF０６０BE-９２２５）で、縦胴縁施工、および通気金具施工の場合には、必ず使用して

ください。

●ファイアストップの設置位置は、高さ３m以内ごと・軒天部（小屋裏へ通気する場合）・下屋根部です。

（Ｐ２７６をご参照ください。）

●釘・金具の留付位置にファイアストップが干渉しないようにします。

●縦胴縁を使用する場合は、ファイアストップ設置位置の縦胴縁を切り欠き、ファイアストップを設置する 

ためのスペースを確保します。

●ファイアストップは釘またはビスでファイアストップの上部のみ躯体に留め付けてください。留付間隔は

下地ピッチとしてください。

●通気層の厚みが２０㎜を超える場合は、あらかじめ鋼板を脇から押さえて高さを出してから施工します。

●ファイアストップ１５は通気層が１５㎜の場合に使用できます。

　１５）　下屋根部

１－２３　各部の基本納まり図

②壁止まり部

●壁止まり部は、大雨などの際に壁止まり役物の部分で雨水がオーバーフローして壁内側に浸入しても

　 すぐに排出できるようにするため、あらかじめ屋根工事の時点で図のような増張りルーフィングを施工

　 します。
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ニチハシーリング

③庇取り合い部

●庇板金の立ち上がりは１２０㎜以上としてください。（住宅金融支援機構木造住宅工事仕様書に準拠）

　 壁から庇の先端までの水平距離が６００㎜未満の場合には、６０㎜以上とし両面防水テープを使用して

　 防水紙を庇の立ち上がり部分と密着させます。

●庇板金の周囲には１０㎜幅のシーリング目地を設け、ニチハシーリングを充填します。

庇




